
3　広報西ノ島 2月号

にしのしま TOPICS

まちの出来事

　
中
央
公
民
館
２
階
で
「
土
曜
よ
ろ
ず
朝

市
ス
ペ
シ
ャ
ル
ｖ
ｅ
ｒ
．
ク
リ
ス
マ
ス
市
」

を
開
催
し
、
延
べ
２
０
０
名
を
超
え
る
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
に
よ
る
手
作
り
マ
フ
ィ
ン
や

唐
揚
げ
、
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
ク

リ
ス
マ
ス
ら
し
い
お
菓
子
が
数
多
く
並
び

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
楽
し

そ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
や
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
る
姿
が
見
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ク
リ
ス
マ
ス
市

中
央
公
民
館
に
広
が
る
、
冬
の
に
ぎ
わ
い

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
ス
テ
ー
ジ
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
読
み
聞
か
せ
や
演
奏
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

み
ん
な
で
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
」

「
久
し
ぶ
り
に
友
人
と
ゆ
っ
く
り
お
話
が
出

来
た
」
な
ど
多
く
の
温
か
い
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

▲ 来場者と会話を楽しみながら、笑顔で接客する中学生

▲ 絵本の読み聞かせに、真剣に聞き入る子どもたち

　
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
と
西
ノ
島
町

教
育
委
員
会
の
連
携
に
よ
り
、
12
月
20
日

（
土
）、中
央
公
民
館
ノ
ア
ホ
ー
ル
に
て
「
ク

リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
９
月
か
ら
定
期

的
に
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
を
実
施
し
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
本
番
に
向
け
て
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
者
も
増
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
関
心

の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
21
歳
か
ら
87
歳
ま
で
の
約
60

名
が
参
加
し
、
初
め
て
参
加
し
た
若
い
世

代
も
、
そ
の
場
で
社
交
ダ
ン
ス
を
教
わ
り

な
が
ら
踊
っ
た
り
、
自
由
に
ダ
ン
ス
を
楽

12/20

世
代
を
超
え
た
交
流
〝
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
〞
を
開
催

踊
っ
て
つ
な
が
る
、
地
域
の
輪

し
ん
だ
り
と
、
会
場
は
終
始
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
参
加
者
同
士
の
交
流

が
深
ま
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
活
力
を

感
じ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
来
年

も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
営
に
協
力
し
た
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
「
来
年

は
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
参
加
し
た
い
」

と
い
っ
た
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
、
来
年

度
の
開
催
に
向
け
て
大
き
な
弾
み
と
な
り

ま
し
た
。

▲ 笑顔とにぎわいに包まれたノアホール

▲ 会場を彩った沢山の料理

3　広報西ノ島 2月号 広報西ノ島 2月号 2

新春飾る

消防団出初式
　
１
月
５
日
（
月
）、
中
央
公
民
館
ノ
ア

ホ
ー
ル
で
西
ノ
島
町
消
防
団
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
約
60
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
へ
の

表
彰
や
退
団
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
の
ほ

か
、
新
入
団
員
に
よ
る
力
強
い
宣
誓
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
岸
壁
で
行
わ
れ
た
通
常
点
検
、

分
列
行
進
、
一
斉
放
水
で
は
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
１

年
の
は
じ
ま
り
に
相
応
し
い
盛
大
な
式
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

島
根
県
知
事
表
彰
　
永
年
勤
続
功
労
章

　
第
３
分
団
　
浦
郷
１
班
　
　
峰
　
　
　
誠

島
根
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

◆
表
彰
章

　
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
　
奥
本
　
　
晃

◆
勤
続
章

　
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
　
小
谷
　
功
三

島
前
消
防
協
会
長
表
彰

　
本
団
本
部
班
　
　
　
　
　
　
玉
井
　
　
聡

　
第
３
分
団
　
浦
郷
２
班
　
　
前
板
　
宏
文

　
第
４
分
団
　
第
２
班
　
　
　
河
内
　
祐
介

西
ノ
島
町
消
防
団
長
表
彰

　
第
２
分
団
　
美
田
１
班
　
　
西
脇
　
武
継

　
第
３
分
団
　
浦
郷
２
班
　
　
山
根
　
大
介

退
団
者
感
謝
状
（
勤
続
10
年
以
上
）

　
第
３
分
団
　
団
長
　
　
　
　
清
水
　
長
治

　
第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
　
小
西
　
佑
典

　
第
１
分
団
　
団
員
　
　
　
　
向
井
　
祐
太

　
本
団
本
部
班
　
班
長
　
　
　
伊
藤
　
義
樹

新
入
団
員

　
第
２
分
団
　
　
　
広
島
　
一
城
（
宣
誓
）

　
第
３
分
団
　
　
　
平
木
　
欧
介

　
第
３
分
団
　
　
　
福
島
　
健
人（

敬
称
略
）
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